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② 機器周辺における観測 

ア）定期調査 

 （ⅰ）流速調査 

実証対象機器の気泡吐出部から延伸方向（０度）、および１５度と３

０度の方向における、２ｍ、５ｍ、１０ｍ、３０ｍ、４０ｍ、５０ｍ

地点の流速の測定値を表５－６（１）～（３）及び図５－１０に示す。 

８月１６日の測定では、水位の低下によって機器の向きが変わり、

３０度の水深１．０ｍでも５ｍ地点で 8.0cm/sec、１０ｍ地点でも

5.9cm/sec と速かった。このことから、吐出口が水平方向と垂直方向に

ずれ、底質部に向かっての吐出が強くなっていたことが明らかになっ

た。なお、８月１６日の測定では、０度、１５度方向は、水位が低下

していたため測定できなかった。 
１０月５日の時点では、水位の回復により機器設置の調整（吐出角

度の調整）が行えたため、０度方向の吐出が最も強く、５ｍ地点の水

深０ｍで 32.0cm/sec、０．５ｍで 21.0cm/sec であった。これに対して

水深１．０ｍでは、２．０cm/sec と低く、機器の調整が良好に行われ

ていることがわかった。これによって、底泥の巻き上げが減少したも

のと考えられる。 
１０月１９日の測定では、０度の５ｍ地点の水深０ｍで 33.3cm/sec

あり、１５度の同地点では 9.6cm/sec、３０度では 4.7cm/sec であり、

良好に撹拌されていることがわかった。 
１２月１日の測定では、０度の５ｍ地点の水深０ｍで 22.5cm/sec と

若干低下したが、５０ｍ地点でも 3.0cm/sec であり引き続き良好に撹拌

されていることがわかった。 
 
０度、１５度、３０度の４０～５０ｍ地点のいずれにおいても、

3.0cm/sec 程度の水流があり、目視でも、池全体が右旋回でゆっくりと

撹拌されている様子が確認できた（図５－１１）。 
また、２ｍ地点と５ｍ地点の各水深におけるマイクロバブルの様子

を水中カメラによって撮影した。２ｍ地点では、各水深において比較

的大きな気泡が観察されたが、５ｍ地点では、大きな気泡は見られず、

水面付近において水中カメラではとらえられない程度の微細気泡が目

視により確認できた。 
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表５―６（１） 流速調査結果 

（吐出口からの距離及び水深と水流の関係；単位（cm/sec）） 

 

８月１６日測定 ３０度 

吐出口からの距離 
水深 

2m 5m 10m 20m 30m 40m 50m 

0 m 31.3 18.0 14.3 9.7 1.6 3.1 3.3 

0.5 m 20.0 11.1 8.6 11.3 2.0 3.3 3.0 

1.0 m 8.5 8.0 5.9 3.3 2.9 3.0 3.0 

 

 

 

 

 

１０月５日測定 ０度 

吐出口からの距離 
水深 

2m 5m 10m 20m 30m 40m 50m 

0 m 34.0 32.0 17.1 12.0 2.0 3.1 3.3 

0.5 m 20.0 21.0 9.2 11.3 2.0 3.3 2.0 

1.0 m 7.6 2.0 4.7 2.6 3.0 3.0 3.0 

 

１０月５日測定 １５度 

吐出口からの距離 
水深 

2m 5m 10m 20m 30m 40m 50m 

0 m 34.0 14.2 3.9 2.2 3.0 3.1 3.3 

0.5 m 20.0 10.5 4.1 8.8 2.0 3.3 3.0 

1.0 m 7.6 8.5 5.1 4.9 3.0 2.0 3.0 
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表５―６（２） 流速調査結果 

１０月１９日測定 ０度 

吐出口からの距離 
水深 

2m 5m 10m 20m 30m 40m 50m 

0 m 30.0 33.3 19.2 1.2 1.6 3.1 3.3 

0.5 m 19.8 14.8 8.5 4.2 2.0 3.3 3.0 

1.0 m 8.9 5.8 4.6 3.0 2.9 3.0 3.0 

 

１０月１９日測定 １５度 

吐出口からの距離 
水深 

2m 5m 10m 20m 30m 40m 50m 

0 m 30.0 9.6 4.0 9.7 1.6 3.1 3.3 

0.5 m 19.8 6.3 4.2 11.3 2.0 3.3 3.0 

1.0 m 8.9 5.6 3.0 3.3 2.9 3.0 3.0 

 

１０月１９日測定 ３０度 

吐出口からの距離 
水深 

2m 5m 10m 20m 30m 40m 50m 

0 m 30.0 4.7 3.5 1.0 1.0 1.0 1.0 

0.5 m 19.8 5.4 3.9 1.0 1.0 1.0 1.0 

1.0 m 8.9 4.2 3.3 1.0 1.0 1.0 1.0 
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表５―６（３） 流速調査結果 

１２月１日測定 ０度 

吐出口からの距離 
水深 

2m 5m 10m 20m 30m 40m 50m 

0 m 32.5 22.5 13.5 1.2 1.6 3.1 3.3 

0.5 m 21.3 10.3 11.9 4.2 2.0 3.3 3.0 

1.0 m 8.5 4.3 5.0 3.0 2.9 3.0 3.0 

 

１２月１日測定 １５度 

吐出口からの距離 
水深 

2m 5m 10m 20m 30m 40m 50m 

0 m 32.5 14.5 7.0 9.7 1.6 3.1 3.3 

0.5 m 21.30 5.7 5.2 11.3 2.0 3.3 3.0 

1.0 m 8.5 5.7 4.7 3.3 2.9 3.0 3.0 

 

１２月１日測定 ３０度 

吐出口からの距離 
水深 

2m 5m 10m 20m 30m 40m 50m 

0 m 32.5 1.6 2.9 1.0 1.0 1.0 1.0 

0.5 m 21.3 4.3 3.7 1.0 1.0 1.0 1.0 

1.0 m 8.5 3.6 3.4 1.0 1.0 1.0 1.0 
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８月１６日（桟橋先端近傍の水深１９０ｃｍ） 

 

 

 

 

 

 

 

１０月５日（桟橋先端近傍の水深１７６ｃｍ） 

 

 

 

 

 

 

 

１０月１９日（桟橋先端近傍の水深２２８ｃｍ） 

 

 

 

 

 

 

 

１２月１日（桟橋先端近傍の水深２４０ｃｍ） 
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図５－１０ 流速測定結果 
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図５－１１ 実証対象機器の撹拌効果の模式図 
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（ⅱ）溶存酸素調査 

機器周辺における観測についての全測定結果を表５－７（１）～

（４）に示した。測定結果の中で特に稼動前後に変化が顕著に見ら

れた溶存酸素および水温について鉛直方向の分布を図５－１２

（１）～（７）に示した。機器稼動前の８月２日には溶存酸素およ

び水温の鉛直方向の勾配が見られていたが、機器稼動後の観測にお

いては、機器から離れた地点及び１５度・３０度の方向においても

この勾配が見られず、上下層の溶存酸素が概ね均一となったことが

確認された。 




